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　ビザンツ帝国は，ユスティニアヌス帝の時代には，一時，ゲルマ

ン人に奪われたイタリア半島や北アフリカ西部をとりもどし，大帝

国を再建した。しかし， 7世紀以降，イタリアなど西方ではゲルマ

ン人に，アフリカや東方ではイスラーム諸王朝に領土を奪われ，帝

国の領土は，バルカン半島とアナトリアだけになった。
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11世紀以降，イタリアの都市が東西貿易に進出して，ビザンツ帝国

の経済的地位は低下した。帝国の領土も東西ヨーロッパの諸勢力や

イスラーム諸王朝に奪われ，帝国はさらに小さくなった。1453年，

首都コンスタンティノープルがオスマン帝国の手に落ち，ビザンツ

帝国は消
しょう
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した。
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厥
けつ

文字　アラム文字を起
き

源
げん

とす
る。北方遊牧民最古の文字。
❷西

せい

夏
か

文字　漢字を模
も

してつくられ，
約6000字のほとんどが表

ひょう

意
い

文字で
ある。
❸契

きっ

丹
たん

文字　突厥文字から字
じ

母
ぼ

をと
り，漢字の影

えい

響
きょう

も受けた文字。解
かい

読
どく

は不完全である。
❹女

じょ

真
しん

文字　契丹文字と漢字をもと
につくられた。表意，表

ひょう

音
おん

文字から
なる。

日本に伝わった宋
そう

銭
せん

　日
にっ

宋
そう

貿易により宋銭は日本に大量にもたらさ
れ，定

てい

期
き

市
いち

が成立するなど日本の経済の発達に
大きな影

えい

響
きょう

を与えた。平
たいらの

清
きよ

盛
もり

は宋との交
こう

易
えき

を
重んじたが，その後，鎌

かま

倉
くら

時代にも，民間貿易
はさかんに行われた。鎌倉大

だい

仏
ぶつ

は，銅
どう

銭
せん

である宋銭をとかして
つくったものであるという。

W宋
そう

銭
せん
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とう

末から五
ご

代
だい

の変動は，東アジアの諸民族に

中国王朝の支配からの自立をうながした。ベ

トナムは独立し，やがて11世紀はじめに大
だい

越
えつ

国
こく

（李
り

朝
ちょう

）が成立した。

チベットの吐
と

蕃
ばん

は，長く唐と対
たい

抗
こう

したが，雲
うん

南
なん

の南
なん

詔
しょう

が勢力を拡大

すると，分
ぶん

裂
れつ

した。南詔は漢字や儒
じゅ

学
がく

などの中国文化をとりいれた

が，まもなく大
だい

理
り

に交
こう

替
たい

した。

　朝
ちょう

鮮
せん

では10世紀前半に高
こう

麗
らい

が
（コリョ）

新
し ら ぎ
羅を
（シルラ）
たおした。高麗では仏教が栄

え，ぼう大な大
だい

蔵
ぞう

経
きょう

が出版されたほか，高麗青
せい

磁
じ

や世界最古の金属

活字がつくられるなど，高度な文化が栄えた。

　日本では 9世紀末に遣
けん

唐
とう

使
し

が停止され，藤
ふじ

原
わら

氏の摂
せっ

関
かん

政治のもと

で，かな文字などの国
こく

風
ふう

文化が栄えた。12世紀，平
へい

氏
し

による武
ぶ

士
し

の

政権が生まれると日
にっ

宋
そう

貿易がさかんになり，鎌
かま

倉
くら

時代には禅
ぜん

宗
しゅう

など

宋の文化の影
えい

響
きょう

を受けた。宋で普
ふ

及
きゅう

した喫
きっ

茶
さ

の習
しゅう

慣
かん

も伝えられた。

　　　　　　　　　　宋代の中国は，社会や経済の面で唐代以前と

は大きく変化した。貴
き

族
ぞく

にかわる社会勢力と

して成長した地
じ

主
ぬし

層
そう

は，一族のなかから科
か

挙
きょ

に合格して官
かん

僚
りょう

となる

ものを出し，さらに，塩や茶を独
どく

占
せん

販
はん

売
ばい

する大商人をかねるものも

あらわれた。彼らは所有地を小作人である佃
でん

戸
こ

に耕
こう

作
さく

さ

せ，収
しゅう

穫
かく

の約半分をおさめさせて労
ろう

役
えき

を課した。この新

しい支配層は士
し

大
たい

夫
ふ

とよばれ，勢力を維
い

持
じ

するために同

族の結びつきを強めていった。

　経済の中心は江
こう

南
なん

に移り，「蘇
そ

湖
こ

（江
こう

浙
せつ

）熟
じゅく

すれば天
てん

下
か

足
た

る」といわれた。長
ちょう

江
こう

の下流域である江南では，地主

層が沼
ぬま

地
ち

などを干
かん

拓
たく

して水田をひらき，生長の早い占
せん

城
じょう

稲
とう

などの新品種を導入した。裏
うら

作
さく

の麦
むぎ

栽培も普及し，年

東アジア世界の
変動

918−1392

江南の開発と
社会の発展
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Q「坤
こん

輿
よ

万
ばん

国
こく

全図」　イエズス会宣
せん

教
きょう

師
し

のマテオ・リッチが中国でつくった地図。東アジアにヨーロッパの世界観を紹
しょう

介
かい

した。
1602年の刊行後まもなく日本にももたらされた。上の地図は，江

え

戸
ど

時代に模
も

写
しゃ

されたものである。

Q乾
けん

隆
りゅう

帝
てい

の騎
き

馬
ば

像
ぞう

　帝34歳のときの肖
しょう

像
ぞう

画
が

。イエズス会のイ
タリア人カスティリオーネが西洋画法で人と馬をえがき，中国
人画家が伝統的な中国画法で背

はい

景
けい

の山
さん

水
すい

をえがいている。

Q『天
てん

工
こう

開
かい

物
ぶつ

』　明
ミン

代の産業技術の実
際を図解し，集

しゅう

大
たい

成
せい

したもの。絵は
二人がかりで織る機

はた

織
お

り機
き

。
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当時のヨーロッパの世界地図
（→p.129）とのちがいは何だろう。
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だ
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書
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がつくらせた８万巻の叢
そう

書
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綱
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目
もく

』 薬物・医学の解説書。日本にも影
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工
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開
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物
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時代には伝統文化の復
ふっ

興
こう

がはかられた。

儒
じゅ

学
がく

では朱
しゅ

子
し

学
がく

が官
かん

学
がく

とされたが，王
おう

陽
よう

明
めい

は

知
ち

行
こう

合
ごう

一
いつ

をとなえ実
じっ

践
せん

を重んじる陽
よう

明
めい

学
がく

をはじめた。清代には，王

朝が華
か

夷
い

の区別などにきびしい思想統制を加えたこともあって，顧
こ

炎
えん

武
ぶ

を中心に，政治問題となりにくい古典の実
じっ

証
しょう

的
てき

研究をめざす考
こう
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フランス革命以前（→p.145地図）と
比べて，主要国の勢力分

ぶん

布
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は
かわっただろうか。
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Qポーランドの蜂
ほう

起
き

　ポーランドで
は19世紀に，三度にわたって独立
回
かい

復
ふく

を求める蜂起がおこった。

Q「キオス島の虐
ぎゃく

殺
さつ

」（ドラクロワ画）　
オスマン帝国軍による独立運動への
弾
だん

圧
あつ

をえがいた作品。ギリシア独立
運動は西ヨーロッパの人々にロマン
主義的な共感をかきたてた。

Qウィーン会議後のヨーロッパ（1815年） Qラテンアメリカ諸国の独立
1810年にカラカスで地域の実

じっ

権
けん

を
奪ったシモン・ボリバルは，翌年，
スペイン領アメリカ最初のベネズエ
ラの独立を宣言した。
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を求める動きが活
かっ

発
ぱつ

だった。イタリア半島では，秘
ひ

密
みつ

結
けっ

社
しゃ

カルボナ

リが活動し，その後，マッツィーニを中心に，イタリア統一と共
きょう

和
わ

主
しゅ

義
ぎ

をかかげる青
せい

年
ねん

イタリアの運動が展開することになった。

　ロシア領やオーストリア領のポーランドでも，ポーランドの復活

と自由を求める蜂
ほう

起
き

がおこったが，鎮
ちん

圧
あつ

された。オスマン帝国支配

下のバルカン半島では，ギリシアが独
どく

立
りつ

し，セルビアでも独立運動

がおこり，ヨーロッパの自由主義者に刺
し

激
げき

を与えた。

　フランスでは，復活したブルボン王朝は立
りっ

憲
けん

王
おう

政
せい

を採用していた

が，シャルル10世は旧
きゅう

貴
き

族
ぞく

や教会を優
ゆう

遇
ぐう

したために，選挙権のない

商工業者や都市民衆の不満が高まった。この結果，1830年 7月にパ

リで革命がおき，ブルボン王朝はたおれた。富
ふ

裕
ゆう

な自由主義者たち

は民衆運動の激
げき

化
か

をおそれて，王族のルイ・フィリップを王にした

（七
しち

月
がつ

革
かく

命
めい

）。この影
えい

響
きょう

で，オランダの支配のもとにあったベルギー

が独立した。こうしてウィーン体制の動
どう

揺
よう

は明らかとなった。

　スペインとポルトガルの支配下にあったラテンアメリカの植
しょく

民
みん

地
ち

では，本国がナポレオン戦争で混
こん

乱
らん

するなかで，植民者たちの独立

運動が拡大した。1810年代にシモン・ボリバルの指導のもとでベネ

ズエラとコロンビアが独立し，1820年代にはブラジルも独立した。

　　　　　　　　　　イギリスでは，産業革命以前から選挙法はか

わっていなかった。有権者が極
きょく

端
たん

に少ない腐
ふ

敗
はい

選挙区が多く，選挙は地
じ

主
ぬし

に有利だった。このため産業革命で力

をつけた資本家など都市の中
ちゅう

産
さん

層
そう

は，選挙権を要求する運動を行い，

1832年の第一次選
せん

挙
きょ

法
ほう

改
かい

正
せい

で選挙権を獲
かく

得
とく

した。彼らは，国家が経

済や社会生活に介
かい

入
にゅう

することに反対し，議会では地主たちの利益を

1829

イギリス自由主義
の発展
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Q「ムーラン・ド・ラ・ギャレット」（ルノワール画）　19世紀後半，フランスで光
と色

しき

彩
さい

を重んじる印象派があらわれた。

Qダーウィンの進
しん

化
か

論
ろん

の風
ふう

刺
し

画
が

進化論は，人は神の創
そう

造
ぞう

物
ぶつ

と考える
キリスト教社会には大きな衝

しょう

撃
げき

だっ
た。

Q実験室のマリー・キュリー　
1903年，夫

ふ

妻
さい

でノーベル物理学賞
を受賞した。

Q新聞スタンド（1860年ごろの絵）

Q「カレーの市民」（ロダン作）　ロダンは写実的な技
ぎ

法
ほう

で人間の内面を表現し，近代
彫
ちょう

刻
こく

を創
そう

始
し

した。
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された。絵画では，文学作品で取りあげられた主題を劇
げき

的
てき

に表現す

る潮
ちょう

流
りゅう

が強かった。19世紀なかばには，ロマン派にかわって写
しゃ

実
じつ

主
しゅ

義
ぎ

や自
し

然
ぜん

主
しゅ

義
ぎ

の傾向が歓
かん

迎
げい

されるようになった。19世紀後半になる

と，芸術の独
どく

自
じ

性
せい

がとなえられ，近代の社会と技術に見あった表現

が模
も

索
さく

された。

　科学技術の発展は，19世紀の文化に大きな影
えい

響
きょう

を与えた。19世紀

前半の写
しゃ

真
しん

の発
はつ

明
めい

は文化史上の大事件であった。印刷技術の向上と

パルプを使う製
せい

紙
し

法
ほう

の開発は，印刷物の価
か

格
かく

を引き下げ，新
しん

聞
ぶん

など

が貧
ひん

困
こん

な階
かい

層
そう

にも普
ふ

及
きゅう

した。鉄を使う建築技術と照
しょう

明
めい

の発達は，大

規模建造物の建設を可能にした。
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Eコソヴォ紛
ふん

争
そう

で生じたアルバニア人難
なん

民
みん

　セルビア全体では，
セルビア人が多数を占

し

めたが，コソヴォの住民のほとんどはア
ルバニア人であり，彼らによる独立運動が高まるとコソヴォ紛
争に発展した。

Q旧ユーゴスラヴィアの民族構成　旧ユーゴスラヴィアで
は，ボスニアに住むセルビア人，クロアティア人のなかの
ムスリムが統一性を主張し，1971年の国勢調査から民族
的帰

き

属
ぞく

としての「ムスリム人」の名称がみとめられた。
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「共
きょう

生
せい

」の時代を生きる私たち　地球世界の一体化が進み，生活のしかたが

世界的に共通化する一方で，国民国家によって否定されていた先
せん

住
じゅう

民
みん

族
ぞく

や

周辺地域の独
どく

自
じ

の文化をみとめる動きが加
か

速
そく

した。カナダ北東部では，イ

ヌイットが暮らす地域に準
じゅん

州
しゅう

を新設して政治的権利の向上をはかるように

なり，オーストラリアの先住民族アボリジニの権利回
かい

復
ふく

の動きも高まった。

スコットランドでは，2014年，イギリスからの独立を問う住民投票が実
じっ

施
し

され，独立は否
ひ

決
けつ

されたが，自
じ

治
ち

権
けん

の拡大が約
やく

束
そく

された。

　また，西欧諸国では，第二次世界大戦後の経済成長をささえる労働力と

して，多様な文化をもつ移
い

民
みん

を多く受けいれてきた。しかし，最近では，

経済が低
てい

迷
めい

するなかで，移民の受けいれを専門職中心にしたり，受けいれ

国の公用語の習
しゅう

得
とく

を義
ぎ

務
む

づける動きもあらわれ，各国が多様な文化の共存

をどう進めるかが問い直されるようになった。

　現在，日本にも多くの外国人が来
らい

日
にち

し，生活している。1980年代後半，

留学生として入国する中国人が増え，1990年代には外国人労働者の受け

いれ制限がゆるめられて日系のブラジル人やペルー人が急増した。こうし

て，日本も多様な文化や歴史をもつ人々と「ともに生きる」時代に入った。

　「ともに生きる」ためには，たがいの文化や歴史を知り，そのちがいを理

解することが必要である。誤った情報や想像から生まれる先
せん

入
にゅう

観
かん

や偏
へん

見
けん

は，

優
ゆう

越
えつ

感
かん

や劣
れっ

等
とう

感
かん

を増
ぞう

幅
ふく

させる。今日，私たちが朝
ちょう

鮮
せん

半島や中国など隣
りん

接
せつ

地

域との交流と対立の関係史を学ぶことは，それぞれの歴史的背景をもつ在
ざい

日
にち

韓
かん

国
こく

・朝鮮人，中国人などとともに生きる出発点でもある。多様な民族

や地域の文化のなかで，他者とのちがいをみとめ，豊かに生きる社会をき

ずけるかどうかは，21世紀を生きる私たちの英
えい

知
ち

にかかっている。
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　上のグラフから読みとれる
傾
けい

向
こう

をあげてみよう。また，海
外で活動する日本人の活動先
やその変

へん

遷
せん

を調べてみよう。　
　こうした傾向が生じた歴史
的背

はい

景
けい

を探
さぐ

り，年表や地図に
あらわし，発表してみよう。

「ともに生きる」ために私たち
が解決すべき課題や，課題解
決に向けた方法を，具体的な
実
じっ

践
せん

例
れい

を参考にしておたがい
に提

てい

案
あん

し，話しあってみよう。

追究してみよう

話しあってみよう
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Qパリの二月革命　選挙法改正を要
求する集会を政府が武力で弾

だん

圧
あつ

する
と，蜂

ほう

起
き

したパリ市民と政府軍のあ
いだではげしい市

し

街
がい

戦
せん

が行われた。
国王ルイ・フィリップは退位して亡

ぼう

命
めい

した。

Qウィーンを追われて逃
とう

亡
ぼう

するメッ
テルニヒ　革命派によって，悪

あく

魔
ま

の
姿にえがかれている。

　女王の長い在位期間
は，産業革命によって
イギリスが豊かになり，
「パックス・ブリタニカ
（イギリスの平和）」と
いわれる覇

は

権
けん

を確立し
た時期にあたる。家族
で公

おおやけ

の場にあらわれ，
王室を中

ちゅう

産
さん

階級の幸せ
な家庭のモデルとして
示した。

ヴィクトリア女王
在位1837－1901
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代表する保守党と対立していた。資本家たちは自由党を

結成し，産業の発展を背
はい

景
けい

に，1840年代には地
じ

主
ぬし

の利益

を守る穀
こく

物
もつ

法
ほう

や航
こう

海
かい

法
ほう

を廃止させて，自
じ

由
ゆう

貿
ぼう

易
えき

体制を実

現した。また，イギリス国
こっ

教
きょう

徒
と

を優
ゆう

遇
ぐう

する審
しん

査
さ

法
ほう

が廃止

され，宗教差別が撤
てっ

廃
ぱい

された。自由党は，19世紀後半に

は，グラッドストンの指導のもとでイギリスの政治をリ

ードした。いっぽう，保守党のディズレーリは，アフリ

カやアジアへの進出を積極的に進めた。イギリスは，ヴ

ィクトリア女王のもとで，空
くう

前
ぜん

の繁
はん

栄
えい

の時代をむかえた。

　工業の発展にともなって増加していた労
ろう

働
どう

者
しゃ

も参
さん

政
せい

権
けん

を要求した

が，みとめられなかった。このため労働者層は普通選挙を求める人
じん

民
みん

憲
けん

章
しょう

をつくり，議会に請
せい

願
がん

を行うチャーティスト運動を展開した。

自由主義体制のもとで，彼らの利益は無
む

視
し

され，不安定な労働条件，

貧
ひん

困
こん

と不
ふ

衛
えい

生
せい

に悩
なや

む生活は悲
ひ

惨
さん

であった。

　　　　　　　　　　1848年 2月，パリで二
に

月
がつ

革
かく

命
めい

がおきた。七月

革命後，フランスでは，富
ふ

裕
ゆう

な商工業者・金
きん

融
ゆう

業者が政治を担当していた。これに反感をもつ都市の中下層市民

や労働者たちが，革命の主役になった。

　国王は退位し，共
きょう

和
わ

政
せい

が成立した（第二共和政）。臨時政府には社

会主義者や労働者も参加して，失業者のための国立作業場が設立さ

れた。しかし，労働者の蜂
ほう

起
き

（六月蜂起）で労働者と市民の対立が明

らかになるなど，混
こん

乱
らん

がつづき，ナポレオンの甥
おい

が大統領に選ばれ

た。彼は1852年に国民投票で帝
てい

政
せい

を復
ふっ

活
かつ

させ（第二帝
てい

政
せい

），ナポレオ

ン３世を名のった。

　　　　　　　　　　パリの二月革命は，ウィーン体制の崩
ほう

壊
かい

をつ

げた。 3月に入ると，二月革命の報
ほう

とともに，

人民主権や憲
けん

法
ぽう

制
せい

定
てい

，言
げん

論
ろん

・集会・結
けっ

社
しゃ

の自由などの市
し

民
みん

的
てき

諸
しょ

権
けん

利
り

を求める運動がドイツ，オーストリアに広がった（三
さん

月
がつ

革
かく

命
めい

）。ウィ

ーンでは，憲法制定を求める市民たちのデモによってメッテルニヒ

が亡
ぼう

命
めい

し，ベルリンでも民衆が蜂起した。つづいてドイツでは「統

一と自由」の標
ひょう

語
ご

のもと，国民国家の建設を討
とう

議
ぎ

するフランクフル

ト国
こく

民
みん

議
ぎ

会
かい

が招
しょう

集
しゅう

された。革命は，オーストリア帝国支配下にあっ

た北部イタリアでは，イタリア統一運動に結びつき，ハンガリーで

は，やがて独立を求める運動に進展した。オーストリア帝国では，

ベーメンなどで，民族独
どく

自
じ

の言語で政治に参加する権利が要求され

1809－98

在位1837－1901

二月革命

在位1852－70

1848年革命

5

10

15

20

25

30

35

Qパリの二月革命　選挙法改正を要
求する集会を政府が武力で弾

だん

圧
あつ

する
と，蜂

ほう

起
き

したパリ市民と政府軍のあ
いだではげしい市

し

街
がい

戦
せん

が行われた。
国王ルイ・フィリップは退位して亡

ぼう

命
めい

した。

Qウィーンを追われて逃
とう

亡
ぼう

するメッ
テルニヒ　革命派によって，悪

あく

魔
ま

の
姿にえがかれている。

　女王の長い在位期間
は，産業革命によって
イギリスが豊かになり，
「パックス・ブリタニカ
（イギリスの平和）」と
いわれる覇

は

権
けん

を確立し
た時期にあたる。家族
で公

おおやけ

の場にあらわれ，
王室を中

ちゅう

産
さん

階級の幸せ
な家庭のモデルとして
示した。

ヴィクトリア女王
在位1837－1901

164　　第９章　産業社会と国民国家の形成

代表する保守党と対立していた。資本家たちは自由党を

結成し，産業の発展を背
はい

景
けい

に，1840年代には地
じ

主
ぬし

の利益

を守る穀
こく

物
もつ

法
ほう

や航
こう

海
かい

法
ほう

を廃止させて，自
じ

由
ゆう

貿
ぼう

易
えき

体制を実

現した。また，イギリス国
こっ

教
きょう

徒
と

を優
ゆう

遇
ぐう

する審
しん

査
さ

法
ほう

が廃止

され，宗教差別が撤
てっ

廃
ぱい

された。自由党は，19世紀後半に

は，グラッドストンの指導のもとでイギリスの政治をリ

ードした。いっぽう，保守党のディズレーリは，アフリ

カやアジアへの進出を積極的に進めた。イギリスは，ヴ

ィクトリア女王のもとで，空
くう

前
ぜん

の繁
はん

栄
えい

の時代をむかえた。

　工業の発展にともなって増加していた労
ろう

働
どう

者
しゃ

も参
さん

政
せい

権
けん

を要求した

が，みとめられなかった。このため労働者層は普通選挙を求める人
じん

民
みん

憲
けん

章
しょう

をつくり，議会に請
せい

願
がん

を行うチャーティスト運動を展開した。

自由主義体制のもとで，彼らの利益は無
む

視
し

され，不安定な労働条件，

貧
ひん

困
こん

と不
ふ

衛
えい

生
せい

に悩
なや

む生活は悲
ひ

惨
さん

であった。

　　　　　　　　　　1848年 2月，パリで二
に

月
がつ

革
かく

命
めい

がおきた。七月

革命後，フランスでは，富
ふ

裕
ゆう

な商工業者・金
きん

融
ゆう

業者が政治を担当していた。これに反感をもつ都市の中下層市民

や労働者たちが，革命の主役になった。

　国王は退位し，共
きょう

和
わ

政
せい

が成立した（第二共和政）。臨時政府には社

会主義者や労働者も参加して，失業者のための国立作業場が設立さ

れた。しかし，労働者の蜂
ほう

起
き

（六月蜂起）で労働者と市民の対立が明

らかになるなど，混
こん

乱
らん

がつづき，ナポレオンの甥
おい

が大統領に選ばれ

た。彼は1852年に国民投票で帝
てい

政
せい

を復
ふっ

活
かつ

させ（第二帝
てい

政
せい

），ナポレオ

ン３世を名のった。

　　　　　　　　　　パリの二月革命は，ウィーン体制の崩
ほう

壊
かい

をつ

げた。 3月に入ると，二月革命の報
ほう

とともに，

人民主権や憲
けん

法
ぽう

制
せい

定
てい

，言
げん

論
ろん

・集会・結
けっ

社
しゃ

の自由などの市
し

民
みん

的
てき

諸
しょ

権
けん

利
り

を求める運動がドイツ，オーストリアに広がった（三
さん

月
がつ

革
かく

命
めい

）。ウィ

ーンでは，憲法制定を求める市民たちのデモによってメッテルニヒ

が亡
ぼう

命
めい

し，ベルリンでも民衆が蜂起した。つづいてドイツでは「統

一と自由」の標
ひょう

語
ご

のもと，国民国家の建設を討
とう

議
ぎ

するフランクフル

ト国
こく

民
みん

議
ぎ

会
かい

が招
しょう

集
しゅう

された。革命は，オーストリア帝国支配下にあっ

た北部イタリアでは，イタリア統一運動に結びつき，ハンガリーで

は，やがて独立を求める運動に進展した。オーストリア帝国では，

ベーメンなどで，民族独
どく

自
じ

の言語で政治に参加する権利が要求され

1809－98

在位1837－1901

二月革命

在位1852－70

1848年革命

5

10

15

20

25

30

35

Qパリの二月革命　選挙法改正を要
求する集会を政府が武力で弾

だん

圧
あつ

する
と，蜂

ほう

起
き

したパリ市民と政府軍のあ
いだではげしい市

し

街
がい

戦
せん

が行われた。
国王ルイ・フィリップは退位して亡

ぼう

命
めい

した。

Qウィーンを追われて逃
とう

亡
ぼう

するメッ
テルニヒ　革命派によって，悪

あく

魔
ま

の
姿にえがかれている。

　女王の長い在位期間
は，産業革命によって
イギリスが豊かになり，
「パックス・ブリタニカ
（イギリスの平和）」と
いわれる覇

は

権
けん

を確立し
た時期にあたる。家族
で公

おおやけ

の場にあらわれ，
王室を中

ちゅう

産
さん

階級の幸せ
な家庭のモデルとして
示した。

ヴィクトリア女王
在位1837－1901
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代表する保守党と対立していた。資本家たちは自由党を

結成し，産業の発展を背
はい

景
けい

に，1840年代には地
じ

主
ぬし

の利益

を守る穀
こく

物
もつ

法
ほう

や航
こう

海
かい

法
ほう

を廃止させて，自
じ

由
ゆう

貿
ぼう

易
えき

体制を実

現した。また，イギリス国
こっ

教
きょう

徒
と

を優
ゆう

遇
ぐう

する審
しん

査
さ

法
ほう

が廃止

され，宗教差別が撤
てっ

廃
ぱい

された。自由党は，19世紀後半に

は，グラッドストンの指導のもとでイギリスの政治をリ

ードした。いっぽう，保守党のディズレーリは，アフリ

カやアジアへの進出を積極的に進めた。イギリスは，ヴ 

ィクトリア女王のもとで，空
くう

前
ぜん

の繁
はん

栄
えい

の時代をむかえた。

　工業の発展にともなって増加していた労
ろう

働
どう

者
しゃ

も参
さん

政
せい

権
けん

を要求した

が，みとめられなかった。このため労働者層は普通選挙を求める人
じん

民
みん

憲
けん

章
しょう

をつくり，議会に請
せい

願
がん

を行うチャーティスト運動を展開した。

自由主義体制のもとで，彼らの利益は無
む

視
し

され，不安定な労働条件，

貧
ひん

困
こん

と不
ふ

衛
えい

生
せい

に悩
なや

む生活は悲
ひ

惨
さん

であった。

　　　　　　　　　　1848年 2月，パリで二
に

月
がつ

革
かく

命
めい

がおきた。七月

革命後，フランスでは，富
ふ

裕
ゆう

な商工業者・金
きん

融
ゆう

業者が政治を担当していた。これに反感をもつ都市の中下層市民

や労働者たちが，革命の主役になった。

　国王は退位し，共
きょう

和
わ

政
せい

が成立した（第二共和政）。臨時政府には社

会主義者や労働者も参加して，失業者のための国立作業場が設立さ

れた。しかし，労働者の蜂
ほう

起
き

（六月蜂起）で労働者と市民の対立が明

らかになるなど，混
こん

乱
らん

がつづき，ナポレオンの甥
おい

が大統領に選ばれ

た。彼は1852年に国民投票で帝
てい

政
せい

を復
ふっ

活
かつ

させ（第二帝
てい

政
せい

），ナポレオ

ン３世を名のった。

　　　　　　　　　　パリの二月革命は，ウィーン体制の崩
ほう

壊
かい

をつ

げた。 3月に入ると，二月革命の報
ほう

とともに，

人民主権や憲
けん

法
ぽう

制
せい

定
てい

，言
げん

論
ろん

・集会・結
けっ

社
しゃ

の自由などの市
し

民
みん

的
てき

諸
しょ

権
けん

利
り

を求める運動がドイツ，オーストリアに広がった（三
さん

月
がつ

革
かく

命
めい

）。ウィ

ーンでは，憲法制定を求める市民たちのデモによってメッテルニヒ

が亡
ぼう

命
めい

し，ベルリンでも民衆が蜂起した。つづいてドイツでは「自

由と統一」の標
ひょう

語
ご

のもと，国民国家の建設を討
とう

議
ぎ

するフランクフル

ト国
こく

民
みん

議
ぎ

会
かい

が招
しょう

集
しゅう

された。革命は，オーストリア帝国支配下にあっ

た北部イタリアでは，イタリア統一運動に結びつき，ハンガリーで
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